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はじめに

　名古屋市北東部の志段味地区は、川と森に囲まれ

た緑豊かな地区であり、現在、土地区画整理事業を

中心とした開発が進められている。これにより新た

に発生する交通需要に応えるとともに、都心方向へ

の慢性的な渋滞を緩和するため、平面道路と専用高

架を連続して走行できるガイドウェイバスを全国で

初めて営業線に導入したものである。
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した景観を形成している。

　駅はプラットホームのみの一層駅が４駅、上下線

の横断が可能なコンコース階を有した二層駅を５駅

整備し、ともに蒲鉾型屋根の統一したデザインを採

用している。全駅出入口にはエレベーター、また、

二層駅内にはエスカレーターを設置している。

事業の特徴

　ガイドウェイバスは案内軌条を敷設した専用道を

バス車両から側方へ案内輪を出して走行し、一般の

道路では案内輪を格納して走行するものである。

　このガイドウェイバスの特徴としては、専用高架

軌道を走るため、定時性・高速性が確保できること

や、専用高架軌道から一般道へ乗り換えなしで連続

走行できる（デュアルモード）ことが利点としてあ

げられる。

　施工にあたっては、高架下の道路交通を阻害せず

作業の大半を上空で行うことができるよう、PC橋梁

部において供用中の道路上空を１径間ごとに移動し

ながら施工する大型移動支保工の採用や、大曽根～

砂田橋間の地下鉄工事との競合区間において地下鉄

事業の概要

専用高架区間（大曽根～小幡緑地）６.８㎞

事　業　費：約３７６億円

　　　　　インフラ　　約３２０億円

　　　　　インフラ外　約　５６億円

事業期間：平成７年度～平成１２年度

　専用高架軌道区間内の標準幅員は７.５m、上下線合

わせて２車線を有し、案内レール間の幅員は２.５mで

ある。高架の一般部は桁高１.２mの多径間PC連続桁で

あり、約３０m間隔のY型RC橋脚と合わせ、すっきり
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案内輪

躯体上に橋脚を上載した構造とするな

ど、通行車両・沿道などへの影響を少

なくするとともに、工期短縮への努力

をした。

　また、平面道路の一部に公共車両優

先システム（PTPS）が導入されるな

ど、利便性がさらに向上し、地域の発

展に大きく寄与するものと期待されて

いる。
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